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1. 2019年3月期の連結業績（2018年4月1日～2019年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年3月期 72,002 3.5 8,127 △3.6 8,945 1.6 6,157 △1.5

2018年3月期 69,594 4.8 8,429 1.8 8,808 3.8 6,252 △6.2

（注）包括利益 2019年3月期　　5,649百万円 （△15.4％） 2018年3月期　　6,675百万円 （△1.3％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2019年3月期 203.50 ― 8.7 9.0 11.3

2018年3月期 206.65 ― 9.5 9.5 12.1

（参考） 持分法投資損益 2019年3月期 ―百万円 2018年3月期 ―百万円

（注）当社は、2018年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し

　　　て、「１株当たり当期純利益」を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年3月期 102,814 72,419 70.4 2,393.66

2018年3月期 95,802 68,348 71.3 2,258.96

（参考） 自己資本 2019年3月期 72,419百万円 2018年3月期 68,348百万円

（注）当社は、2018年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し

　　　て、「１株当たり純資産」を算定しております。

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2019年3月期 8,765 △7,876 1,384 30,650

2018年3月期 9,309 △3,559 △2,532 28,074

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2018年3月期 ― 11.00 ― 14.00 25.00 1,512 24.2 2.3

2019年3月期 ― 12.00 ― 36.00 ― 1,815 29.5 2.6

2020年3月期(予想) ― 27.00 ― 27.00 54.00 30.3

（注）2019年3月期期末配当金の内訳 記念配当 10円00銭

　当社は、2018年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。2019年３月期の１株当たり期末配当金については、当該株式併合
の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。株式併合後の基準で換算した１株当たり年間配当額は、2018年３月期は50

円、2019年３月期は60円となります。



3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 34,500 △6.2 3,800 △19.6 3,800 △27.7 2,700 △23.6 89.24

通期 68,500 △4.9 7,600 △6.5 7,600 △15.0 5,400 △12.3 178.48

※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年3月期 32,604,198 株 2018年3月期 32,604,198 株

② 期末自己株式数 2019年3月期 2,349,312 株 2018年3月期 2,347,478 株

③ 期中平均株式数 2019年3月期 30,255,581 株 2018年3月期 30,258,869 株

（注）当社は、2018年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと

　　　仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。

（参考）個別業績の概要

2019年3月期の個別業績（2018年4月1日～2019年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年3月期 42,688 3.6 1,558 △23.9 3,264 △7.0 2,535 △5.9

2018年3月期 41,216 4.8 2,047 12.5 3,509 14.4 2,695 △14.7

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

2019年3月期 83.80 ―

2018年3月期 89.07 ―

（注）当社は、2018年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、

　　　「１株当たり当期純利益」を算定しております。

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年3月期 85,143 50,004 58.7 1,652.76

2018年3月期 82,133 50,309 61.3 1,662.75

（参考） 自己資本 2019年3月期 50,004百万円 2018年3月期 50,309百万円

（注）当社は、2018年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、

　　　「１株当たり純資産」を算定しております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況 （４）今後の見通し」をご覧ください。



○添付資料の目次

 

１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 2

（１）当期の経営成績の概況 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）当期の財政状態の概況 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 ……………………………………………………………………………… 3

（４）今後の見通し ……………………………………………………………………………………………………… 4

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 …………………………………………………………………………… 4

３．連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………………… 5

（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………… 5

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………… 7

連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………………… 7

連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………………… 8

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………………………… 9

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………………… 11

（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………………… 12

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 12

（表示方法の変更） ………………………………………………………………………………………………… 12

（セグメント情報） ………………………………………………………………………………………………… 12

（１株当たり情報） ………………………………………………………………………………………………… 15

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 15

４．その他 …………………………………………………………………………………………………………………… 15

 

- 1 -

三ツ星ベルト㈱（5192）2019年３月期 決算短信　　　



１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、年初より国内企業収益の堅調さを背景に設備投資の増加や雇用情勢の改

善などにより、緩やかな回復基調で推移いたしました。また、世界経済も米国を中心に総じて拡大基調で推移いた

しましたが、年度後半に入り、米中貿易摩擦の影響が徐々に顕在化しはじめ、加えて中国経済の景気減速等によ

り、世界経済全般に変調をきたしました。これらの影響に伴い、国内景気も徐々に減速感が高まっており、先行き

不透明な状況が続いております。 

このような環境のもと、当社グループは販売活動並びに生産体制の強化を図るとともに、経営の効率化と一層の

コスト削減に取り組んでまいりました。 

その結果、当連結会計年度の当社グループの業績は、売上高72,002百万円（前連結会計年度比3.5％増）、営業

利益8,127百万円（前連結会計年度比3.6％減）、経常利益8,945百万円（前連結会計年度比1.6％増）、親会社株主

に帰属する当期純利益は6,157百万円（前連結会計年度比1.5％減）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

〔国内ベルト事業〕

自動車用ベルトは、組み込みライン用の売上高は前連結会計年度並みとなりましたが、補修用ベルトは車検交換

需要の低下により、全体では売上高が減少しました。 

一般産業用ベルトは、主要ユーザの生産が年度後半から減少したことなどから、売上高は微減となりました。ま

た、ＯＡ機器用ベルトはユーザの中国市場向け機種の減少影響などから、売上高は減少しました。 

一方、搬送ベルトは食品業界や物流業界向けの売上高が好調に推移するとともに、合成樹脂素材も企業の設備投

資による需要増加に伴い売上高が伸長しました。 

その結果、当事業の売上高は28,395百万円（前連結会計年度比1.3％増）、営業利益は7,139百万円（前連結会計

年度比2.4％減）となりました。 

 

〔海外ベルト事業〕

自動車用ベルトは、米国では二輪車用の販売が期間を通じて好調であったことに加え、四輪車用の補修市場での

拡販により売上高が増加しました。また、欧州では四輪車用の新規需要獲得により売上高が増加しました。アジア

では東南アジアにおいて二輪車用の需要が好調に推移したことなどから、売上高が増加しました。 

一般産業用ベルトは、欧州では補修需要が減少したものの、アジアでは補修用の拡販に加え、新規受注の獲得な

どにより売上高が増加し、全体では増加しました。 

ＯＡ機器用ベルトは日系ユーザ向けの販売が低下したことから、売上高が減少しました。 

その結果、当事業の売上高は32,917百万円（前連結会計年度比2.9％増）、営業利益は3,411百万円（前連結会計

年度比0.7％減）となりました。 

 

〔建設資材事業〕

建築部門は公共や民間の改修工事物件が増加したことから売上高が増加し、土木部門も廃棄物処分場などの大型

工事物件を中心に売上高が伸長しました。 

その結果、当事業の売上高は5,978百万円（前連結会計年度比23.2％増）、営業利益は247百万円（前連結会計年

度比97.8％増）となりました。 

 

〔その他〕

その他には、エンジニアリング ストラクチュラル フォーム、金属ナノ粒子を応用した新製品、仕入商品等が含

まれております。 

その他の売上高は4,710百万円（前連結会計年度比0.4％減）、営業利益は179百万円（前連結会計年度比3.6％

減）となりました。 
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（２）当期の財政状態の概況 

（資産、負債、純資産の状況）

当連結会計年度末は、株価の下落に伴う投資有価証券の減少等により固定資産が663百万円減少したものの、現

金及び預金の増加等により流動資産が7,676百万円増加したことから、総資産は前連結会計年度末比7,012百万円増

加の102,814百万円となりました。

負債は、借入金の増加等により、前連結会計年度末比2,942百万円増加の30,395百万円となりました。

純資産は、株価の下落等によりその他有価証券評価差額金が1,274百万円減少したものの、親会社株主に帰属す

る当期純利益の計上等により利益剰余金が4,584百万円増加した結果、前連結会計年度末比4,071百万円増加の

72,419百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の71.3％から70.4％に低下しました。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号  平成30年２月16日）等を当連結会

計年度の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行っておりま

す。

 

前連結会計年度との比較は下記のとおりであります。 

      (単位：百万円)

  当連結会計年度末 前連結会計年度末 増    減

総 資 産 102,814 95,802 7,012

純 資 産 72,419 68,348 4,071

自 己 資 本 比 率 70.4％ 71.3％ △0.9％ 

１株当たり純資産額 2,393円66銭 2,258円96銭 134円70銭

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度と比較して544百万円減少の8,765百万円の収入となりま

した。主な要因は、前連結会計年度と比較してその他の流動負債の増減額が809百万円減少したことによるもので

す。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度と比較して4,317百万円減少の7,876百万円の支出となり

ました。主な要因は、前連結会計年度と比較して定期預金の預入による支出が2,995百万円増加したことによるも

のです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度と比較して3,916百万円増加の1,384百万円の収入となり

ました。主な要因は、前連結会計年度と比較して長期借入れによる収入が3,900百万円増加したことによるもので

す。 

営業、投資、財務の各活動によるキャッシュ・フローの合計額に為替換算差額301百万円を加算し、現金及び現

金同等物の増加額が2,576百万円となり、これに期首残高28,074百万円を加算した結果、現金及び現金同等物の当

連結会計年度末残高は30,650百万円となりました。 

 

前連結会計年度との比較は下記のとおりであります。

      (単位：百万円)

  当連結会計年度 前連結会計年度 増    減

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,765 9,309 △544

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,876 △3,559 △4,317

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,384 △2,532 3,916

現金及び現金同等物の期末残高 30,650 28,074 2,576
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（キャッシュ・フロー関連指標の推移） 

 

 
2015年
３月期

2016年
３月期

2017年
３月期

2018年
３月期

2019年
３月期

自己資本比率 70.2％ 68.5％ 70.2％ 71.3％ 70.4％

時価ベースの自己資本比率 72.4％ 65.5％ 69.6％ 74.3％ 57.9％

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 0.7年 1.1年 0.7年 0.6年 1.0年

インタレスト・カバレッジ・レシオ 126.8倍 195.2倍 220.6倍 364.5倍 439.3倍

（注）  自己資本比率                       ： 自己資本（純資産の部合計－非支配株主持分）／ 総資産

時価ベースの自己資本比率           ： 株式時価総額 ／ 総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ： 有利子負債 ／ 営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ   ： 営業キャッシュ・フロー ／ 利払い

※  １．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

２．株式時価総額は、連結会計年度末株価終値×連結会計年度末発行済株式数（自己株式控除後）により

算出しております。

３．営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使

用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているす

べての負債を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息

の支払額を使用しております。

 

（４）今後の見通し

今後の世界経済の見通しにつきましては、米中貿易摩擦に伴う景気への影響や、中国の景気減速が各国に波及す

ることが懸念され、先行きを予測することはますます難しくなっております。国内経済においても景気の減速感は

続いており、国内外の経済状況はますます予断を許さない状況が続くものと予想されます。 

このような環境のなか、当社グループは、より一層の経営の効率化とコスト削減に取り組むとともに、技術力・

開発力の向上と生産体制、販売体制の強化を積極的に推進してまいります。 

2020年３月期の連結業績予想につきましては、売上高は68,500百万円（前連結会計年度比4.9％減）を見込んで

います。利益面では、原油価格の高騰による原材料コストや人件費等の増加を織り込み、営業利益は7,600百万円

（前連結会計年度比6.5％減）、経常利益は7,600百万円（前連結会計年度比15.0％減）、親会社株主に帰属する当

期純利益は5,400百万円（前連結会計年度比12.3％減）を見込んでおります。 

 

［前提条件］ 

主な為替レートは、100円／米ドル、110円／ユーロで計画を策定しております。

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは将来における国際会計基準の適用に備え、グループ会社の決算期統一を終え、引き続き決算の早期化

等の取組みを行っております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当連結会計年度 
(2019年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 28,958 34,789 

受取手形及び売掛金 15,001 15,433 

商品及び製品 11,769 12,812 

仕掛品 1,752 1,809 

原材料及び貯蔵品 2,629 2,928 

その他 729 726 

貸倒引当金 △124 △107 

流動資産合計 60,715 68,391 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 21,491 21,849 

減価償却累計額 △14,698 △15,251 

建物及び構築物（純額） 6,792 6,598 

機械装置及び運搬具 45,281 47,322 

減価償却累計額 △38,276 △39,636 

機械装置及び運搬具（純額） 7,005 7,685 

工具、器具及び備品 14,237 14,659 

減価償却累計額 △12,179 △12,708 

工具、器具及び備品（純額） 2,057 1,950 

土地 4,254 4,268 

建設仮勘定 1,241 1,259 

有形固定資産合計 21,351 21,762 

無形固定資産    

特許権 0 0 

ソフトウエア仮勘定 － 798 

その他 67 70 

無形固定資産合計 67 869 

投資その他の資産    

投資有価証券 12,255 10,424 

繰延税金資産 1,106 1,047 

その他 313 328 

貸倒引当金 △9 △9 

投資その他の資産合計 13,666 11,791 

固定資産合計 35,086 34,423 

資産合計 95,802 102,814 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当連結会計年度 
(2019年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 8,694 9,519 

短期借入金 2,324 2,325 

1年内返済予定の長期借入金 948 1,580 

未払金 2,537 1,954 

未払法人税等 840 867 

賞与引当金 788 819 

その他 2,694 2,598 

流動負債合計 18,827 19,664 

固定負債    

長期借入金 2,100 4,420 

長期未払金 443 417 

繰延税金負債 3,941 3,735 

退職給付に係る負債 1,549 1,585 

役員退職慰労引当金 28 24 

資産除去債務 70 70 

長期預り保証金 405 460 

その他 87 16 

固定負債合計 8,626 10,730 

負債合計 27,453 30,395 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,150 8,150 

資本剰余金 2,111 2,111 

利益剰余金 55,129 59,713 

自己株式 △3,315 △3,320 

株主資本合計 62,075 66,654 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 7,181 5,907 

為替換算調整勘定 △585 27 

退職給付に係る調整累計額 △323 △169 

その他の包括利益累計額合計 6,273 5,765 

純資産合計 68,348 72,419 

負債純資産合計 95,802 102,814 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 2017年４月１日 
 至 2018年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2018年４月１日 

 至 2019年３月31日) 

売上高 69,594 72,002 

売上原価 47,182 49,510 

売上総利益 22,411 22,492 

販売費及び一般管理費 13,982 14,364 

営業利益 8,429 8,127 

営業外収益    

受取利息 127 219 

受取配当金 315 338 

為替差益 － 73 

その他 304 453 

営業外収益合計 746 1,085 

営業外費用    

支払利息 25 19 

為替差損 159 － 

固定資産除却損 54 55 

売上割引 53 53 

デリバティブ評価損 3 － 

その他 71 138 

営業外費用合計 367 267 

経常利益 8,808 8,945 

特別利益    

固定資産売却益 182 － 

特別利益合計 182 － 

特別損失    

減損損失 68 69 

特別損失合計 68 69 

税金等調整前当期純利益 8,921 8,876 

法人税、住民税及び事業税 2,437 2,384 

法人税等調整額 231 334 

法人税等合計 2,668 2,719 

当期純利益 6,252 6,157 

親会社株主に帰属する当期純利益 6,252 6,157 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 2017年４月１日 
 至 2018年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2018年４月１日 

 至 2019年３月31日) 

当期純利益 6,252 6,157 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 843 △1,274 

為替換算調整勘定 △383 612 

退職給付に係る調整額 △37 153 

その他の包括利益合計 422 △507 

包括利益 6,675 5,649 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 6,675 5,649 

非支配株主に係る包括利益 － － 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自  2017年４月１日  至  2018年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 8,150 2,111 50,328 △3,305 57,285 

当期変動額          

剰余金の配当     △1,452   △1,452 

親会社株主に帰属する当期
純利益     6,252   6,252 

自己株式の取得       △10 △10 

自己株式の処分         － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 － － 4,800 △10 4,790 

当期末残高 8,150 2,111 55,129 △3,315 62,075 

 

           

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
 

その他有価証券 
評価差額金 為替換算調整勘定 

退職給付に係る 
調整累計額 

その他の包括利益 
累計額合計 

当期首残高 6,338 △201 △285 5,851 63,136 

当期変動額          

剰余金の配当         △1,452 

親会社株主に帰属する当期
純利益         6,252 

自己株式の取得         △10 

自己株式の処分         － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

843 △383 △37 422 422 

当期変動額合計 843 △383 △37 422 5,212 

当期末残高 7,181 △585 △323 6,273 68,348 
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当連結会計年度（自  2018年４月１日  至  2019年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 8,150 2,111 55,129 △3,315 62,075 

当期変動額          

剰余金の配当     △1,573   △1,573 

親会社株主に帰属する当期
純利益     6,157   6,157 

自己株式の取得       △5 △5 

自己株式の処分   0   0 0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 － 0 4,583 △5 4,578 

当期末残高 8,150 2,111 59,713 △3,320 66,654 

 

           

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
 

その他有価証券 
評価差額金 

為替換算調整勘定 
退職給付に係る 

調整累計額 
その他の包括利益 

累計額合計 

当期首残高 7,181 △585 △323 6,273 68,348 

当期変動額          

剰余金の配当         △1,573 

親会社株主に帰属する当期
純利益         6,157 

自己株式の取得         △5 

自己株式の処分         0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△1,274 612 153 △507 △507 

当期変動額合計 △1,274 612 153 △507 4,071 

当期末残高 5,907 27 △169 5,765 72,419 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 2017年４月１日 
 至 2018年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2018年４月１日 

 至 2019年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 8,921 8,876 

減価償却費 2,999 3,012 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7 △15 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 182 158 

長期未払金の増減額（△は減少） △48 △171 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1 △3 

賞与引当金の増減額（△は減少） 40 22 

受取利息及び受取配当金 △442 △558 

支払利息 25 19 

為替差損益（△は益） 65 △33 

有形固定資産売却損益（△は益） △183 △29 

有形固定資産除却損 54 55 

投資有価証券売却損益（△は益） △39 △0 

減損損失 68 69 

売上債権の増減額（△は増加） △519 △464 

たな卸資産の増減額（△は増加） △654 △1,045 

仕入債務の増減額（△は減少） 890 773 

未払消費税等の増減額（△は減少） 4 △25 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △250 26 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 729 △80 

その他 3 － 

小計 11,857 10,586 

利息及び配当金の受取額 442 558 

利息の支払額 △25 △19 

法人税等の支払額 △2,965 △2,359 

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,309 8,765 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △450 △3,445 

定期預金の払戻による収入 657 270 

有形固定資産の取得による支出 △4,066 △3,891 

有形固定資産の売却による収入 203 15 

投資有価証券の取得による支出 △4 △4 

投資有価証券の売却による収入 67 0 

その他 33 △820 

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,559 △7,876 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △2 1 

長期借入れによる収入 － 3,900 

長期借入金の返済による支出 △1,147 △948 

自己株式の取得による支出 △10 △5 

配当金の支払額 △1,452 △1,573 

その他 79 9 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,532 1,384 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △259 301 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,958 2,576 

現金及び現金同等物の期首残高 25,116 28,074 

現金及び現金同等物の期末残高 28,074 30,650 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（表示方法の変更）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号  平成30年２月16日）を当連結会計年度の期

首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示する方法に

変更しております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「繰延税金資産」が818百万円減少し、

「投資その他の資産」の「繰延税金資産」が1,106百万円増加しております。また、「固定負債」の「繰延税金負

債」が288百万円増加しております。

 

（セグメント情報等）

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループは、ベルト、建設資材等の製造及び販売等の事業活動を行っており、ベルトは、国内においては当

社及び国内連結子会社が、海外においては海外連結子会社がそれぞれ担当しており、取り扱う製品について各地域

の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。建設資材は、取り扱う製品について主として国内の包括

的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

従って、当社グループのベルト事業は、製造・販売体制を基礎として地域別のセグメントから構成され、建設資

材事業は事業部を基礎とした製品別のセグメントから構成されており、「国内ベルト事業」、「海外ベルト事業」

及び「建設資材事業」の３つを報告セグメントとしております。

「国内ベルト事業」は、日本国内で主として自動車用ベルト・一般産業用ベルト・搬送ベルトなどを製造・販売

しております。「海外ベルト事業」は、海外で主として自動車用ベルト・一般産業用ベルト・ＯＡ機器用ベルトな

どを製造・販売しております。「建設資材事業」は、建築用防水シート・土木用遮水シート及び関連製品を製造・

販売しております。

 

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のための会計処理の方法と同一でありま

す。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。
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３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自  2017年４月１日  至  2018年３月31日）

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注１） 

合計 
調整額 
（注２） 

連結損益 
計算書 
計上額 
（注３） 

 
国内 
ベルト 

海外 
ベルト 

建設資材 計 

売上高                

外部顧客への売上高 28,037 31,974 4,854 64,866 4,727 69,594 － 69,594 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
8,926 1,929 0 10,855 1,851 12,707 △12,707 － 

計 36,964 33,903 4,854 75,721 6,579 82,301 △12,707 69,594 

セグメント利益 7,313 3,434 125 10,872 186 11,058 △2,629 8,429 

セグメント資産 57,371 34,588 2,349 94,309 5,692 100,001 △4,198 95,802 

その他の項目                

減価償却費 1,307 1,360 19 2,687 82 2,769 229 2,999 

有形固定資産及び無形固定 

資産の増加額 
2,358 764 21 3,144 80 3,225 14 3,239 

（注）１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エ

ンジニアリング ストラクチュラル フォーム、サービス事業等を含んでおります。

２  調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△2,629百万円には、セグメント間取引消去540百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△3,169百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額△4,198百万円には、セグメント間の債権の相殺消去△13,567百万円、各報告セ

グメントに配分していない全社資産26,322百万円及びセグメント間の投資の相殺消去等△16,954百万円

が含まれております。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額14百万円には、本社部門の設備投資額143百万円、親会

社から海外関係会社への設備売上に係る未実現利益の消去額△128百万円が含まれております。

３  セグメント利益の合計額は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度（自  2018年４月１日  至  2019年３月31日）

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注１） 

合計 
調整額 
（注２） 

連結損益 
計算書 
計上額 
（注３） 

 
国内 
ベルト 

海外 
ベルト 

建設資材 計 

売上高                

外部顧客への売上高 28,395 32,917 5,978 67,291 4,710 72,002 － 72,002 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
9,386 2,038 9 11,434 1,968 13,402 △13,402 － 

計 37,782 34,955 5,987 78,725 6,679 85,404 △13,402 72,002 

セグメント利益 7,139 3,411 247 10,798 179 10,977 △2,849 8,127 

セグメント資産 56,602 38,219 2,763 97,585 5,625 103,210 △395 102,814 

その他の項目                

減価償却費 1,310 1,397 16 2,724 90 2,814 197 3,012 

有形固定資産及び無形固定 

資産の増加額 
1,187 1,870 35 3,093 85 3,178 80 3,259 

（注）１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エ

ンジニアリング ストラクチュラル フォーム、サービス事業等を含んでおります。

２  調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△2,849百万円には、セグメント間取引消去446百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△3,296百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額△395百万円には、セグメント間の債権の相殺消去△13,644百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社資産30,248百万円及びセグメント間の投資の相殺消去等△16,999百万円が

含まれております。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額80百万円には、本社部門の設備投資額231百万円、親会

社から海外関係会社への設備売上に係る未実現利益の消去額△150百万円が含まれております。

３  セグメント利益の合計額は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

項目 前連結会計年度 当連結会計年度

１株当たり純資産額 2,258円96銭 2,393円66銭

１株当たり当期純利益 206円65銭 203円50銭

（注）１  潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

２  当社は、2018年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定して

おります。

３  １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前連結会計年度

（2018年３月31日）
当連結会計年度

（2019年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 68,348 72,419

純資産の部の合計額から控除する金額

（百万円）
－ －

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 68,348 72,419

１株当たり純資産額の算定に用いられた

期末の普通株式の数（千株）
30,256 30,254

４  １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自  2017年４月１日
至  2018年３月31日）

当連結会計年度
（自  2018年４月１日
至  2019年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
6,252 6,157

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益（百万円）
6,252 6,157

普通株式の期中平均株式数（千株） 30,258 30,255

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

４．その他

役員の異動（2019年６月27日付）

（１）代表取締役の異動

退任する代表取締役 

代表取締役会長    西河  紀男 （退任後、当社相談役（名誉会長）に就任予定）

 

（２）その他の役員の異動 

①  新任取締役候補    池田    浩 （現、常務執行役員経営企画室長）

 

②  新任監査役候補    奥田  真弥 （現、石油連盟 専務理事）

（注） 奥田 真弥氏は、社外監査役の候補者であります。

 

③  退任予定取締役    小田  芳裕 （現、取締役常務執行役員）

 

④  退任予定監査役    大久保  裕晴 （現、監査役）
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